
【図１】　学校までの通学時間は、片道何分くらいですか？（単数回答）
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Vol.104「 通学方法に関する調査（２）」

調査対象 : 全国の中学・高校生の男女６００人
調査方法 : インターネットリサーチ
実施時期 : ２０１４年７月

調  査  概  要

昨今、登下校中に子どもが巻き込まれる交通事故や犯罪
事件が社会問題になっています。学校では子ども達を守る
ために登下校時における様々な安全対策を実施していま
すが、子ども達はどのような通学状況なのでしょうか？今回
は、全国の中学・高校生を対象に、通学時間や通学方法な
どについて調査しました。

学校までの通学時間（片道）は、中学生は「２０分以下」（６５．７％）が最も多く、高校生は「２１～４０分以下」（３２．０％）と「４１
～６０分以下」（３２．０％）が多くなります。高校生の中には「６１分以上」（１４．３％）かけて毎日通学しているという回答も１割以
上あり、高校生は中学生に比べて通学時間が長い生徒が多いことがわかりました。

※グラフの数字は、小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります
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【図２】　学校への通学手段について、あてはまるものを全てお答えください。（複数回答）
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２．通学方法Q
学校への通学方法で最も多い手段は、中学生は「徒歩」（７７．７％）、高校生は「自転車」（５２．７％）となりました。また、高校生は「電
車」（４５．３％）、「バス」（２１．７％）といった公共交通機関を利用する割合も中学生に比べて多くなります。
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３．通学人数Q
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【図３】 登校・下校時の人数を教えてください。（単数回答）

登校時は、中学生・高校生ともに「１人」（中学生５１．３％、高校生７４．７％）が最も多く、学校には１人で登校している生徒が多
いようです。下校時は、中学生は「２～３人」（５７．３％）で友達と一緒に帰る生徒が多くなり、高校生は「１人」（５２．７％）で帰る
生徒の割合が多くなります。
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KANKOホームルームは、学生を取り巻く環境や子どもたちの意識・ライフスタイルについて、
多角的に調査・分析し、その結果をお届けしています。
ホームページでは、今回ご紹介した調査データ以外にも様々な情報を掲載しております。

http://kanko-gakuseifuku.co.jp

KANKO ホームルーム ～学生を読み解くデータ集～

検索KANKO ホームルーム

毎月最終
曜日

更新

秋分の日が過ぎ、季節の移り変わりとともに、だんだん日が暮れるのが早くなりました。中学・高校では、生徒が安全に
下校できる環境づくりのために、季節毎の日没時刻にあわせた『完全下校時間』を設定している学校もあるようです。
今回の調査では、中学・高校生の通学状況を調べたところ、通学にかかる時間（片道）は、中学生は「２０分以下」という
回答が６割以上であるのに対し、高校は「２０分以下」という回答は約２割と少なく、高校生は中学生に比べて通学時
間が長いということがわかりました。その通学方法では、「徒歩」（中学生７７．７％、高校生４６．７％）、「自転車」（中
学生２０．３％、高校生５２．７％）となり、中学生は徒歩通学が約８割と多くなります。一方、高校生は徒歩以外に、自
転車や公共交通機関を利用する割合が多いようです。また、登校時は、中学生・高校生ともに「１人」（中学生５１．３
％、高校生７４．７％）が最も多く、下校時は、中学生は「２～３人」（５７．３％）で友達と一緒に、高校生は「１人」（５
２．７％）が多くなり、登下校は１人という生徒が多いという結果になりました。通学距離が長く、１人で通学している
子どもは少なくないようです。
文部科学省では、子どもが安心して安全に学べる環境づくりとして、学校安全教育の実施や、学校安全ボランティア（ス
クールガード・リーダー）による通学路の巡回など様々な施策を推進しています。子どもが安全に通学できる環境をつ
くるためには、学校・保護者・地域社会・警察等の関係機関が連携して安全管理を徹底するとともに、社会全体で子ど
もを見守ることが重要です。

まとめ


